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（10）子どもの記録から学ぶこと 

 天体の動きは、単に目視で観察すること自体が、子

どもにとっては非常に難しい。ましてや、それを正確

に記録することは、４年生の子どもにとっては、非常

にハードルが高いにちがいない。今回、沈む下弦の月

の記録を見て、さまざまなことを学んだ。 

 
 まずは、月の実際の大きさ（見た目の大きさ）通り

に記録するのは無理だということ。上の記録は、月の

大きさが極端に誇張されている。月は直径分を２分で

移動するので、実際の月はもっとずっと小さい。しか

し、月の動きは正しく記録されている。 

 
 この子どもの記録も同様で、月の大きさがかなり誇

張されている。描かれた月の直径から推定すると、直

径は約６倍に誇張されている。しかしこれも、最も重

要な「月の動き」は正しく記録されている。 

 
 この子どもの記録は、月がかなり小さく描かれてい

る。しかしこれでも、実際の月の直径の約３倍に誇張

されている。しかし、観察文は月の動きや見え方をよ

くとらえている。「場所によって位置・形がちがう」

というのは、観察者の位置によって、見え方が変わっ

てしまうという意味だろう。これは大切な気づきであ

る。「月の見かけの大きさ」は、あまりこだわらない

ほうが良いということだ。 

 
 中にはこのような記録もあった。8:47 から 8:54 に

かけては順調に高度を下げていた月が、9:02 に高度を

上げてしまっている。説明文にも、「こぶし２個分か

らこぶし３個分にもどった」という意味のことが書い

てあるので、感覚的に高度を上げたのではなく、実測

によって高度を上げたことを記録したとわかる。この

子どもの行動を見ていたわけではないので、高度があ

がった理由はわからないが、恐らく途中で疲れて、座

ったのだろう。相対的に樹木から見て月が高くなった

ように見えたのだと思われる。そのまま観察を続けた

ので、もう一度高度を下げたことが記録されている。 


